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別 紙 ３ 

平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ６ 教育情報メディア 
 
 ２．研究課題名  日中韓の情報教育の比較を踏まえた一般情報教育の大学間連携の推進 
 
 ３．研 究 期 間  平成 26 年 4 月 1 日 ～ 平成 27 年 3 月 31 日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

小松川 浩 千歳科学技術大学・グローバルデザイン学科 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
林 康弘 千歳科学技術大学・グローバルデザイン学科 助教  

村田 育也 福岡教育大学大学院・教育学研究科 教授  

金子 大輔 北星学園大学・経済学部 准教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

董 玉琦 中国・東北師範大学・教育科学学部 教授  

金 顯哲 韓国・高麗大学校・情報大学・コンピュー

ター学科 教授  

金 子美 韓国・高麗大学校・情報大学・コンピュー

ター学科 研究教授  

沈 載權 韓国・高麗大学校・一般大学院・コンピュ

ーター教育学科 大学院博士課程  

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究の目的は，大学における一般情報教育の連携（特に，北海道地区における連携を念頭に置

いている）を，近隣のアジア地域の状況を把握し，比較・検討しながら，推進していくことにある。

また，大学における一般情報教育における教材開発と分析・評価等を共同で進めていくために具体

的な教育・研究協力のグローバルな連携体制のあり方についても検討を行った。 

 本研究の成果は，大きく以下の 2点があげられる。 

・日本・中国・韓国の 3 国の情報教育の推進状況を，相互に理解し，確認しあえるような協力体制

を構築できたこと。 

・実際の初等・中等教育における情報教育の推進状況を理解できたこと。この状況を理解した上で

の大学の一般情報教育の連携教育について推進していくことができると考えられる。 

 

以下では具体的な成果について，より詳細に述べる。 

１．日中韓の情報教育の相互理解と研究協力体制の構築について 

 日本では，現在，高等学校における必履修教科である共通教科「情報」が行われて 2年目であり，

高等学校における到達度評価等も含め，次期の学習指導要領についての検討が進められる重要な時
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期になっている。一方，韓国では，現在，選択教科として情報が位置づけられている。特に，高等

学校においては，深化教育科目という，選択率が低い理系中心の科目としての位置づけのため，履

修率が極めて低い現状を確認した。本研究分担者の金顯哲教授は，韓国コンピューター教育学会の

会長を務めておられ，これらの現状を改善するための方策について検討されている。また，中国で

は，高等学校では，必履修で 4 単位を履修しなければならないが，カリキュラムの変更が今後控え

ており，また，日本に比して操作教育に偏っている現状について，董玉琦教授から情報提供があっ

た。それぞれが，高等学校までの現在の学習指導要領を熟知しており，また，現在はその状況が各

国で変化しつつある現状であることを相互理解したことで，相互に情報教育の推進を図るための基

盤体制が構築できている。 

 初等中等教育における情報教育に関する状況把握が行うことができれば，それを踏まえた高等教

育における一般情報教育の目指すべき方向が定められると考えられる。目指すべき方向に際して必

要なコンテンツの共同開発，教育手法の検討，および学習者の学習支援環境への検討をグローバル

に推進していくことができると期待できる。 

 

２．一般情報教育に関するコンテンツと教育手法についての情報共有 

 本研究代表者・分担者の所属する大学において有している情報教育関連のコンテンツの開発状況

について，情報交換を行った。今後，それぞれのコンテンツの種類とライセンスを整理して，今後

の連携協力に活かしていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


